
言語情報と生体情報を用いた感情推定 AIの精度向上 
 

Improving the Accuracy of Emotion Estimation AI  
using Verbal and Biological Information 

 
小林 弘汰 1)  

指導教員  岩下 志乃 1)，欅 リベカ 1)，研究協力者 大竹 正彦 1)  

 

1) 東京工科大学 コンピュータサイエンス学部 コンピュータサイエンス学科 岩下・欅研究室 

 
近年，注目を集めている感情推定 AIであるが，現状の精度は約 80%と製品化のためには不十分であるなど

様々な課題がある．本研究では，言語情報と生体情報を組み合わせることで，感情推定 AIの精度を向上さ

せることを目的とする． 
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１． はじめに 

感情推定 AI は，個々人の気持ちに沿った情報提

供や望ましい行動の提示を可能にし，ストレスの

少ない快適な暮らしの実現に役立つことから，ヘ

ルスケアやマーケティング分野で注目を集めてい

る．研究も盛んに行われており，文脈を考慮して単

語ベースで感情推定を行う研究[1]やテキストと

音声を組み合わせたマルチモーダル AIを利用した

研究[2]などがある．近年では脳波と心拍変動指標

を組み合わせた感情推定モデルの構築[3]など，生

体情報を利用した研究も盛んに行われるようにな

っている．  

しかし，現状の技術では感情推定の精度は約

80％と製品化のためには精度が足りていない上に，

生体情報を用いた研究では詳細な感情を示すこと

ができていないという課題がある．更に，既存の感

情推定に関する研究では，言語情報と生体情報の

いずれか一方のみを用いているものが多い． 

そこで本研究では，言語情報と生体情報を組み

合わせた感情推定方法に着目した．言語情報とし

ては発話テキストを用いる．利用できる生体情報

には脳波・心拍・顔表情・行動などがあるが，それ

ぞれ特徴が異なるため，適切な組み合わせを検討

し，感情推定の精度向上を図る． 

 

 

２．研究概要 

２.1 使用するモデルについて 

本研究では，言語情報と生体情報を組み合わせ

て感情推定を行うために，生体情報と相性が良い

ラッセルの円環モデル[4]を用いる．ラッセルの円

環モデルは横軸に快・不快という感情価，縦軸に覚

醒を取ったとき，感情が円環上に並ぶというモデ

ルである． 

 

 

図 1 : 円環モデル上に直線を引いたモデル [4] 

 

今回はラッセルの円環モデルの横軸である快・

不快度を発話テキストからの極性判定の結果から

求め，縦軸である覚醒度を生体情報から求める．感

情の推定には図 1 に示すような感情重心推定手法

[4]を参考にし，ラッセルの円環モデル上に表され

る感情と原点を直線で結んだモデル上にデータを
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プロットし，プロットした点が円環モデル上の感

情のどれに近いかで判別するという方法を検討し

ている．例えば快不快度が 0.5，覚醒度が 0.6 とな

った場合，図１に示した赤い点のように結果をプ

ロットできる．この点に最も近い「愉快」が感情推

定結果となる. 

 

２.２ 言語情報の処理 

本研究では発話テキストからの極性判定を

BERT[5]と WRIME[6]を組み合わせた方法を利用し

て行う．WRIME とは，ソーシャルメディアに投稿さ

れたおよそ 35,000 件のテキストに対し，書き手と

3 人の読み手の感情強度ラベルを付与したデータ

セットのことである． 具体的にはこの WRIME 内に

ある「客観感情」の感情強度ラベルの平均値を BERT

のモデルに機械学習させ，予測として返された感

情スコアを，ポジティブな感情とネガティブな感

情に分割し，感情ごとに重み付き合計計算を行い，

式(1)で極性のスコア𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑁𝑃を計算する． 

 

𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑁𝑃 =
(𝑃𝑜𝑠𝑖𝑡𝑖𝑣𝑒 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒 − 𝑁𝑒𝑔𝑎𝑡𝑖𝑣𝑒 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒)

(𝑃𝑜𝑠𝑖𝑡𝑖𝑣𝑒 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒 + 𝑁𝑒𝑔𝑎𝑡𝑖𝑣𝑒 𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒)
(1) 

 

 (1)で求めた極性のスコアを言語情報の出力結果

として利用する．例えば，「今日は楽しい 1 日だっ

た！」のようなポジティブな文章を入力としたと

き，𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑁𝑃は＋の数値となり，「気分が悪くて，最

悪だ」のようなネガティブな文章を入力としたと

き，𝑆𝑐𝑜𝑟𝑒𝑁𝑃は−の数値となる．この数値の幅は正規

化されるため，-1.0 から 1.0 で表される． 

 

２.３ 生体情報の処理 

生体情報の処理については，既存のデータセッ

トを利用して行う．具体的に使用するデータセッ

トとしては，DEAP データセット[7]などを検討中で

ある．これらのデータセットは複数の生体情報が

含まれており，既に覚醒度・快不快度でラベル付け

が行われている．そのためこれらのデータセット

から覚醒度のデータを取り出し，深層学習を行い，

その結果を覚醒度として扱う． 

 

３．おわりに 

本研究では，言語情報と生体情報を組み合わせ

た感情推定方法に着目した．利用できる生体情報

には脳波・心拍・顔表情・行動などがあるが，それ

ぞれ特徴が異なるため，適切な組み合わせを検討

し，感情推定の精度向上を目指す． 

  今後，適切な生体情報の組み合わせを見つけ，リ

アルタイムに利用者の生体情報と言語情報を分析

して感情推定を行うシステムを実装する．これに

より医療業界の人手不足改善などに貢献したい． 
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